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オンライン説明会
参加時のお願い

皆様側の音声と映像の配信を
必ず「OFF」にしてください。

OFFON

大学側

自分側

大学側

自分側

説明会では、

【Cisco Webex Meetings】
というWeb会議システムを
利用します。

説明会に参加するためには、
プログラム（アプリ）のダウ
ンロード（無料）が必要です。

大学説明会2022年度

【本日の内容】
■大学紹介（新専攻・新学群など）
■令和５・６年度入試について（入試変更点）
■令和４年度入試結果について（データ）
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高知工科大学の目標と基本理念

目標
大学のあるべき姿を常に追求し、
世界一流の大学を目指す

基本理念
・来たるべき社会に活躍できる人材の育成
・世界の未来に貢献できる研究成果の創出
・地域社会との連携と貢献

教 育 ：基幹的基礎科目の重視
（短期間では身につかない、一生の知識・知恵）

研 究 ：分野の革新を目指す研究
社会貢献：専門性に基づく、実になる社会貢献

－１－

「人が育つ大学」
「人が集まる大学」

目標：「大学のあるべき姿を常に追求し、世界一流の大学をめざす」

人が集まる大学
（学生、研究者、社会、

教員、職員）

講義

論文指導

来たるべき
社会に
活躍できる
人材の育成
（教育）

（研究センター）
（重点研究室）
（教員研究室）

世界の未来に貢献できる研
究成果の創出（研究）

地域社会との連携と貢献
（社会貢献）

情報発信力に惹かれて
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１９９７年 公設民営の大学として開学
高知県が土地・建物を提供し、私立大学として運営

※新しい時代に対応した大学を目指すため自由度の高い

私立大学として開学

２００９年 公立大学法人へ移行

本来あるべき姿に

キーワード：「継承」と「進化」

私立大学から公立大学への移行は当時日本初！

２０１５年 高知県立大学と法人統合(１法人２大学)

経済・マネジメント学群新設（マネジメント学部を改組）
高知市に永国寺キャンパスを開設

新たなステージへ

【沿革】

さらなる飛躍を

２０２４年 文理を統合する新学群を設置（構想中）

データ＆イノベーション学群

－２－
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アメリカ景観建造物協会優秀賞
公共建築賞優秀賞

学生数 ： 約2,700名
教職員数： 約270名

香美キャンパス

－３－
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永国寺キャンパス

経済・マネジメント学群（2年～4年）

学生数 ： 500名程度（KUTのみ）

高知県立大学と共同で利用
【高知の知の拠点】高知県・市と深い連携

－４－

教育・研究・社会貢献の組織 （R4.4.1）

10
社会貢献 地域連携機構

３ユニット・２センター
（産業育成ユ、社会マネユ、里山創生ユ、
社会連携セ、地域教育支援セ）

研 究 総合研究所

６研究センター（アドバンストロボ

ティクス、構造ナノ化学、ナノテクノロジー、
脳コミュニケーション、分子デザイン、マテ
リアルデザイン）

１萌芽研究センター（HEC）

３重点研究室（インフラサウンド、持
続社会建設材料、視覚･感性統合）

１産学共創センター（ICI共創セ）

フューチャー・デザイン研究所

IoP推進センター

高知工科大学

基盤工学専攻
（工学系+起業マネ・コース）

教 育

大学院工学研究科 データ&イノベーション推進室

博士後期課程

学士課程

修士課程

経済・マネジメント学群

情報学群

環境理工学群

システム工学群



2022/4/18

6

在学生の状況 （R4.4.1）

※休学者を含む

所 属
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 合計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

システム工学群 148 29 162 17 142 34 175 47 627 127 754

環境理工学群 73 24 69 22 73 25 76 30 291 101 392

情報学群 91 17 84 22 80 15 109 23 364 77 441

経済・マネジメント学群 104 64 116 49 103 59 121 71 444 243 687

学士課程 学生合計 416 134 431 110 398 133 481 171 1726 548 2,274

工学研究科
基盤工学専攻

修士課程 98 18 115 16 - - - - 213 34 249

博士後期課程 20 5 21 10 21 9 - - 62 24 86

学生数合計 2,002 607 2,609

－５－

●AI・コンピュータ科学専攻

●サイバーリアリティ専攻

●脳情報・心理情報学専攻

●応用物理専攻

●機能化学専攻

●生命情報専攻

理
工
学
系

（入学定員 90名） （入学定員 100名）

理工学群 情報学群システム工学群

（入学定員 170名）

「地球に優しい」理工学の基礎と
応用技術を追求し、新領域の開
拓を図る

人々の幸福につながる情報社
会のあり方をデザインする

機械・エネルギー・電子・建築・
土木分野の教育研究で社会基
盤を支える

●知能機械工学専攻

●航空宇宙工学専攻

●エネルギー工学専攻

●電子・光工学専攻

●建築・都市デザイン専攻

学群構成

経
済
・
経
営
系

（入学定員160名）

経済・マネジメント学群

マネジメント教育は新たなステージへ

経済学と経営学の相乗・統合効果と、心理学、生物学などの先端研究成果と
の融合で、従来では解決困難な課題に立ち向かう。

●人間行動専攻 ●経済政策専攻 ●数理経済マネジメント専攻

●地域・行政システム専攻 ●企業・起業マネジメント専攻

●国際経済マネジメント専攻 ●スポーツマネジメント専攻

入学定員５２０名

キャンパス：香美（１～４年次）

キャンパス
１年次：香美
２~４年次：永国寺

Ｒ５から変更 Ｒ５から変更

Ｒ５から変更
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機能化学専攻

熱力学

高分子科学

機器分析

分析化学

教職課程

生化学物理化学

遺伝子工学

有機化学

材料科学

量子力学

物性物理学

分子生物学

生物物理学

理工学群 ←環境理工学群

Functional Chemistry

基礎物理学

高校工業

中学理科

高校理科

中学数学

高校数学

環境関連科目

応用物理専攻

無機化学

AI・データサイエンス

Applied Physics

生命情報専攻
Life and Bioinformation Science

School of Engineering Science

有機化学、無機化学、物理化学、高分子化学など化学分野の基
礎科目をベースに、新規な機能性材料の開発やその基礎原理
の解明に必要な知識を学びます。化学分野を超えて物理・生命
科学分野などの他分野にも跨がった最先端の研究・開発を実践
できる人材を目指します。化学業界に限定されず、様々な物質・
材料を扱う企業・研究所などの研究者・技術者として、幅広い分
野で活躍できる理工系人材を輩出します。

物理学を基礎に、材料科学、デバイス工学、シ
ミュレーション物理などの応用物理学を学びます。
幅広い融合分野への物理学的素養に立脚した展
開力を身に付け、製造業を中心とした様々な業界
の企画開発、製造、技術営業部門などでの活躍
が期待されます。

複雑な生物システムは、生命が持つ情報が基盤となっ
ています。生命情報専攻では、生命現象のさまざまな
階層や局面で機能する生命情報のしくみとそれを読み
解くための技術を学び、社会の持続可能な発展に貢
献できる広い視野をもった人材の育成をめざします。

現在の専攻（令和４年度）

●環境数理専攻

●化学専攻

●生命科学専攻

●マテリアル工学専攻

これまでを継承、新たなステージへ
これからの理工学は「環境」に配慮するのはあたりまえ。本学群では、これからも今まで
以上に環境に対して配慮・考慮した理工学を継続・発展していくことを約束します！

－６－

情報学群

人に優しい情報社会の あり方を考える

↓

しなやかで人に優しい次世代情報技術を
追求できる人材になる

現在の専攻
●情報と人間専攻

●情報とメディア専攻

●情報通信専攻

●コンピュータサイエンス専攻

新専攻
●AI・コンピュータ科学専攻

●サイバーリアリティ専攻

●脳情報・心理情報学専攻
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R５入学生から
情報学群

専攻の変更

「情報」こそが未来
社会のキーになる

追いついてきた時代
のさらにその先へ

－７－

理
工
学
系

（入学定員 90名） （入学定員 100名）

理工学群 情報学群システム工学群

（入学定員 170名）

「地球に優しい」理工学の基礎と応用技
術を追求し、新領域の開拓を図る

人々の幸福につながる情報社会のあり
方をデザインする

機械・エネルギー・電子・建築・土木分
野の教育研究で社会基盤を支える

R６からの学群構成（構想中）

経
済
・
経
営
系

（入学定員160名）

マネジメント教育は新たなステージへ

経済学と経営学の相乗・統合効果と、心理学、生物学などの先端研究成果との
融合で、従来では解決困難な課題に立ち向かう。

①次世代ICT技術をツールとして捉え，既存のシステムやビジネス
モデルのイノベーションを起こす

②工学的視点と社会に対する俯瞰的な視野の両方を兼ね備えた
文理統合型の人材を育成する。

●AI・データサイエンス専攻（仮）
DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒﾝｼｮﾝ）化を推進できる人材の養成

●デジタルイノベーション専攻 （仮）

「センシング・統合と分析・流通と構築」分野の本質を網羅的に理解し、 新しい

ITサービスを「ゼロイチ」で創出できる人材の養成

〇AI、データサイエンス等の「次世代 ICT 技術リテラシー、 工学基礎に関する十分な素養」
〇経済・経営、マネジメント等の「価値やソリューションの創造に 必要なシステム統合能力」

開設目標【令和６年度】 School of Data & Innovation

経済・マネジメント学群
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学士課程の学びを高度な研究につなぐ連続した教育プログラム
先端企業を中心に、大学院修士課程を修了し高度な専門知識と幅広い視野、そして共同で研究開発プロジェクトに携わ
る豊かなコミュニケーション能力を持った理工系人材を求める傾向が強まっています。本学では、大学・学士課程と大学院
修士課程の教育・研究をスムーズにつなぐ“６年一貫教育型（5年一貫教育型）”のカリキュラムを整備するとともに、早期
卒業や、さまざまな就学サポートを行い、学生が大学院でさらに成長できる環境を整えています。

－８－

理工学コース
（R6 or R7から（予定））
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「人が育つ大学」を目指す取り組み

１．キャンパス設計

２．特徴的な教育システム

３．学生の「やる気」を支える様々な支援

４．国際化への取り組み

５．課外活動支援

－９－

・学生同士、学生と教職員とのコミュニケーションを高める造り
・刺激とモチベーションを高める

コモンスペース（香美キャンパス） 教員室（香美キャンパス）

コモンスペース（永国寺キャンパス）

１．キャンパス設計

教員室（永国寺キャンパス）

＜コンセプト＞人と人が交わる場 ガラス張りの教員室
学生が自由に利用できるコモンスペース
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最先端研究設備

最先端の装置・設備を学生が自由に使い実験できる環境

－１０－

システム工学群

知能機械工学専攻

航空宇宙工学専攻

エネルギー工学専攻

電子･光工学専攻

建築・都市デザイン専攻

機能化学専攻

生命情報専攻

AI・コンピュータ科学専攻

サイバーリアリティ専攻

脳情報・心理情報学専攻

情報学群

入学 卒業

専攻

副専攻

１年 ２年 ３年 ４年

（１）学群・専攻制度 専門を選択する前に、幅広い視野を身につける。

・学群内の専門基礎科目を学んだ上で、３年次から専攻を選択
・社会が求める「幅広い視野」と「深い専門性」を養成
・副専攻は、所属学群以外からも選択が可能

経済・マネジメント学群
数理経済マネジメント専攻

人間行動専攻

経済政策専攻

地域・行政システム専攻

企業・起業マネジメント専攻

国際経済マネジメント専攻

スポーツマネジメント専攻

副専攻

応用物理専攻

理工学群

２．特徴的な教育システム

系

系

機械系・電子系・建設系

経済系・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ系
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・社会が求める「幅広い視野」と「深い専門性」を養成
・副専攻は、所属学群以外からも選択が可能

－１１－

一般的なセメスター制（２期制）

１学期 ２学期期末
試験

期末
試験

１０～１２科目 １０～１２科目

４月 ３月

高知工科大学はクォータ制（４期制）

１Ｑ
５～６科目

２Ｑ
５～６科目

３Ｑ

５～６科目

４Ｑ

５～６科目
試
験

試
験

４月 ３月

試
験

中間 期末 中間 期末 中間 期末 中間 期末

・同時に学ぶ科目数が少ない → 短期集中で知識が身につきやすい
・授業は２回／週（月・木 火・金）進む → 予・復習が習慣化
・各クォータ（年４回）毎に指導担当教員が履修指導

→ 取得単位数が少ない学生に対しても早期にサポート

「P：履修」「D：授業」「C：テスト」「A：確認/指導」を年４回まわす！！

（２）クォータ制

試
験

６月 10月 12月

10月
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時間割の比較

月 火 水 木 金

1限 数学5 構造の力学1

2限 Science 
English1

体育実技
Reading

Listening2

3限 コンクリート
工学

幾何学1

4限 計測基礎 建築史

5限 システム
工学実験

住宅設計

月 火 水 木 金

1限 数学5 構造の力学1 数学5 構造の力学1

2限 Science 
English1

体育実技
Science 
English1

3限 コンクリート
工学

コンクリート
工学

4限

5限 システム
工学実験

システム
工学実験

一般的な大学 セメスター制（2期制） 10～12科目を4ヶ月かけて学ぶ

高知工科大学 クォータ制（4期制） 5～6科目を2ヶ月で学ぶ

－１２－

平成29年度　授業時間割

１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ

１時限

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

２時限

３時限

４時限

５時限

１時限

２時限

３時限

４時限

５時限

月・木

火・金

水

土

１学期 ２学期

厳選された科目の授業

教職課程科目、専門科目演習、補講、課題取組など、

学修時間として有効活用

教養科目等共通科目の授業

教職課程科目、専門科目演習、補講、課題取組など、

学修時間として有効活用

学士課程カリキュラム（授業の集約化）
時間割をアクティブラーニングに対応したスタイルに！

教職課程 英語学習 課外活動 課題取組 演習・補講

小・中・高で培ってきたアクティブラーニングを
実践する場に！！

平成29年度以降 授業時間割
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3時限目までのカリキュラム
○ 4,5限を活用した学生提案型企画（例）

No. 企画名 概要 所属 担当教員

1 ERE（経済学検定試験）学習会
ERE（経済学検定試験）を受験するために、学習会
を行う

経済・マネジメント
学群

肥前先生

2
継続的自主学習（主に講義の予習、復
習及びテスト勉強）

しっかりとした基礎を築くことを目的とし、日ごろの
講義内容の定着を目指し集中できる環境で学習を
行う

システム工学群 -

3 教採理科勉強会 理科教員採用試験合格を目指し、勉強会を実施
修士課程 高度教
育実践コース

新田先生

4 アルゴリズム勉強会

情報学群２年次に開講されているアルゴリズムと
データ構造の理解を深めるとともに、ICPC（国際大
学対抗プログラミングコンテスト）での本学初の予
選突破を目指す

情報学群 鵜川先生

5 Strang線形代数勉強会 線形代数を深く理解することを目的とする 情報学群 松崎先生

6
データサイエンスに用いるセンサーデ
バイスの開発学習

自作の研究デバイスを開発し、今後の研究に用い
るなど活用することを目的とする

環境理工学群
古沢先生
村井先生

7 教職勉強会
教員採用試験の過去問を解くなどし、合格すること
を目的に学習する

環境理工学群 古沢先生

8 情報学群Web制作プロジェクト
現在情報学群のWebページを管理・運営しており、
それに伴い、各Web言語を自主学習する

情報学群
栗原先生
鵜川先生

－１３－

【2021年度国際学会発表実績例】

The 16th International Joint Symposium on Artificial Intelligence 
and Natural Language Processing
17th Japan International SAMPE symposium and exhibition 
18th International Conference on Flow Dynamics
2021 Optical Fiber Communication Conference and Exhibition
29th International Conference on Computers in Education
3rd IEEE Conference on Games
American society for composites, 36th technical conference
Asia Communications and Photonics Conference 2021
EGU General Assembly 2021
The 7th International Workshop on Advanced Computational 
Intelligence and Intelligent Informatics (IWACIII 2021)
IEEE CYBCONF 2021
IEEE International Conference on Fuzzy Systems 2021
International Conference on Field-Programmable Technology 
(FPT'21)

その他多数

指導担当教員

1年次から指導担当教員(ア
ドバイザー)がつき、学生の
成績管理、適切な履修指導
等を行っています。

全科目選択制

必修科目はなく、自分が興
味を持った科目を将来の目
標に応じて自由に選択。
→短所を補うよりも長所を
伸ばすことを重視

早期卒業制度

学群３年次終了後、4年目
に大学院修士課程に進学
できる制度。
年に２～３名程度がこの制
度を利用。

教育講師制度

ＫＵＴ独自の制度。大学への導入教
育から就職まで一貫して支援する教育
講師を配置。
・社会で生き抜く力を養成し、担当が
４年間変わらない。
・専門教員と共同で運営する「スタディ
スキルズ」「キャリアセミナー」「インター
ンシップ」の科目を担当

学会発表

毎年300名以上の学生が
国内外の学会に参加し、研
究発表。他大学では、修士
課程に進学しないとデビュー
は難しいが、本学では学士
課程生が学会で発表。国
際学会発表者(英語で発
表)多数。旅費等の支援あ
り。

（３）その他の「人が育つ」教育システム
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２-1．歩み続ける大学 コロナでも止まらない

－１４－
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－１５－

大学生に「大学生らしい青春を！」 コロナとの戦いは終わらない・・・
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※総合型選抜、学校推薦（一般区分）、学校推薦（スポーツ区分）合格者は、入学後に特待生として認定されるため入学
料免除ではなく入学料に相当する奨学金を入学後に給付。

（いずれの区分も進級の際に成績等による継続審査あり）

３．学生の「やる気」を支える様々な支援

（１）特待生制度

■特待内容

特待生Ｓ※
入学料・授業料免除＋毎月10万円の奨学金給付

（12ヶ月×10万円×最長5年）

特待生Ａ 毎月５万円、１年あたり60万円の奨学金給付

一般・学校推薦型・総合型選抜全ての区分で、大学入学共通テストの結果による特待生制度が
適用されます。

（注）特待生認定のために必要な大学入学共通テストの教科・科目・配点は、志望する学群の前期日程Ａ方式（共通テスト５教科型）に準ずる。

■特待生の認定基準

志望学群 特待生区分

特待生Ｓ 80%以上 80%以上 80%以上 80%以上 80%以上 80%以上

特待生Ａ 70%以上 75%以上 70%以上 75%以上 75%以上 75%以上

経済・マネジメント

学群

一般選抜

後期日程

一般選抜前期日程

Ａ・Ｂ・Ｃ方式

学校推薦

（特待生区分）

学校推薦

（スポーツ区分）

学校推薦

（一般区分）
総合型選抜

入試区分

80%以上 80%以上

70%以上 70%以上 70%以上 70%以上 70%以上

80%以上システム工学群

理工学群

情報学群

特待生Ｓ

特待生Ａ

80%以上 80%以上

－１６－

■特待生の認定方法

総合型選抜
学校推薦（一般区分）
学校推薦（スポーツ区分）

本学入学後、大学入試センター発行の成績通知及び特待生制度申請書を大
学に提出。上記基準を満たしていれば、特待生Ｓもしくは特待生Ａに認定（入
学後に認定）
※大学入学共通テスト出願時に成績通知請求必須

学校推薦（特待生区分）
一般選抜前期日程Ａ･B･C方式
一般選抜後期日程

大学入学共通テストの成績が、上記基準を満たしていれば、特待生Ｓもしくは
特待生Ａに認定（合格発表時に認定）
※出願時に特待生制度への申請不要

■特待生入学者数

◆人数制限、所得制限なし

共通テスト難化
平均点大幅ダウン

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

特待生Ｓ 1 1 3 1 3 4 1 1 3 4 1 1 0

特待生Ａ 0 0 7 4 21 10 13 9 10 18 7 7 2

計 1 1 10 5 24 14 14 10 13 22 8 8 2
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－１７－

（３）表彰制度

名称 種別 基準・内容 対象者 人数 副賞

学業成績最優秀賞 前年度のGPAが各学群上位１％程度である者。 2･3･4年生
各学年各学群

上位１％程度

奨学金　30万円

（単年度）

学業成績優秀賞
前年度のGPAが各学群上位５％程度である者。ただし、学業成績最優秀

賞に該当する者を除く。
2･3･4年生

各学年各学群

上位５％程度

奨学金　10万円

(単年度）

アスリート特別優秀賞

スポーツ実績が各競技における主たる競技団体が開催する西日本大会レベ

ルの競技会において上位の成績をおさめ、かつ前年度の学業成績が各学群

上位20％程度である者。

2･3･4年生 特に定めない
奨学金　30万円

（単年度）

アスリート優秀賞
スポーツ実績が四国大会優勝レベルで、前年度のGPAが2.0程度以上であ

る者。
2･3･4年生 特に定めない

奨学金　10万円

(単年度）

文化特別優秀賞

地域又は全国的に組織され文化活動を行っている団体や協会、連盟等が開

催する西日本大会レベルのコンクール等において上位の成績をおさめた者で、

前年度の学業成績が各学群上位20％程度である者。

2･3･4年生 特に定めない
奨学金　30万円

（単年度）

文化優秀賞
地域又は全国的に組織され文化活動を行っている団体や協会、連盟等から

表彰を受けた者で、前年度のGPAが2.0程度以上である者。
2･3･4年生 特に定めない

奨学金　10万円

(単年度）

学友を慈しみ熱き向学心を持ち、今後も学群のリーダーとして卒業までの間

活動する意志を有する者として、同級生及び教職員から推挙され、各学群長

が認める者。

学群３年生 ７名以内
小樽港見学

（２泊３日）

課外活動で優れた業績を残した者、災害防止等の功績者、善行行為者等に

該当する個人又は団体のうち、大学の名誉高揚に貢献した活動を行ったと認

められる個人又は団体。

学群生、

大学院生
特に定めない

ギフトカード

（１万円分）

卒業年度の４Ｑ（卒業年度末の集中講義は除く）までのＧＰＡが学年で

各学群上位10％程度である者のうち、各学群を代表する者であると、各学

群長が認める者。

卒業者 ７名以内
表彰盾・

銀メダル

入学時から卒業年度までの間、課外活動に取り組み、卓越した実績を挙げる

とともに、卒業年度の４Ｑ（卒業年度末の集中講義は除く）までのＧＰＡ

が学年で各学群上位20％程度である者。

卒業者 特に定めない 表彰盾

修士課程においては、修了年度の４Ｑ（終了年度末の集中講義は除く）ま

でのＧＰＡが学年で各コース上位5％程度の者で、原則として国際的な学

術集会において英語で研究成果を発表している者。博士後期課程において

は、研究成果が国際的に高く評価されており、国際的に評価の高い学術誌に

本人を筆頭著者とする論文が採録又は採録が決定されている者。

修了者

修士は各コース

上位5%程度

博士は特に定めな

い

表彰盾佐久間賞

学

　

長

　

賞

岡村賞

末松賞

学長褒賞

廣井勇賞
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（４-1）経済的支援を拡充
経済的に厳しい状況にある学生に対して、授業料全額免除など、学生を支援する制度を平成27年度より拡充。
安心して学べる体制を構築。

• 高等教育の修学支援新制度（新設）
– 令和２年度から制度運用開始（学士課程対象）
– 入学料・授業料免除と日本学生支援機構給付奨学金の二本柱
– 世帯収入により第Ⅰ(全額支援)・第Ⅱ(2/3支援)・第Ⅲ(1/3支援)
– 令和３年度実績：合計324名(14%) →全額が国からの予算措置

（入学料）第Ⅰ区分39名、第Ⅱ区分21名、第Ⅲ区分19名
（前 期）第Ⅰ区分161名、第Ⅱ区分83名、第Ⅲ区分52名
（後 期）第Ⅰ区分166名、第Ⅱ区分82名、第Ⅲ区分44名

• 授業料免除
– [定期採用]令和３年度実績：半額免除65名、全額免除97名、合計162名

新制度との重複採用者は差額分の免除となり、採用枠が増加
– [家計急変採用]令和３年度実績：全額免除4名
– [コロナ急変採用]令和３年度実績：全額免除6名

→文科省補助金、及び県補正予算により全額を予算措置

－１８－

授業料免除制度（高等教育無償化-KUT独自制度）の関係

免除希望者

日本学生支援機構（JASSO）へ
[高等教育無償化] 給付奨学金 申請

採用決定 不採用

高知工科大学（KUT）へ
[高等教育無償化] 授業料減免 申請

減免決定

3/3免除 2/3免除 1/3免除

高知工科大学（KUT）へ
[KUT独自制度] 授業料免除 申請

減免が不十分な者
減免を受けられなかった者

審査

高等教育無償化制度との減免額調整（※右図参照）

全額免除 半額免除 不採用

免除決定

1/3減免
178,600円

半額免除
267,900円

［国］ 2/6負担
178,600円

［KUT］ 1/6負担
89,300円

2/3減免
357,200円

半額免除
267,900円

［国］ 2/3負担
357,200円

［KUT］ 負担なし
0円

2/3減免
357,200円

全額免除
535,800円

［国］ 2/3負担
357,200円

［KUT］ 1/3負担
178,600円

高等教育無償化制度
授業料減免

KUT授業料免除制度
授業料免除

<免除制度手続きフロー> <免除制度重複時の取り扱い>

高
等
教
育
無
償
化
制
度

Ｋ
Ｕ
Ｔ
授
業
料
免
除
制
度

不採用
0円

全額免除/半額免除
535,800円/267,900円

［国］ 不採用
0円

［KUT］
全額免除 535,800円
半額免除 267,900円
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（４-2）経済的支援を拡充
経済的に厳しい状況にある学生に対して、授業料全額免除など、学生を支援する制度を平成27年度より拡充。
安心して学べる体制を構築。

• 奨学金
– [貸与]第一種のみ（無利子） 616名、第二種のみ（有利子） 309名、併用

188名
– [（旧）給付]1名（うち貸与型併用1名）

奨学金貸与者合計1194名(48%）

• 特待生制度による学生支援
– 特待生S（入学料・授業料免除＋奨学金10万円／月）：令和３年度8名
– 特待生A（奨学金5万円／月：授業料免除相当）：令和３年度32名

• 修士課程就学支援制度
– H.29年度に制度創設、H.30年度より免除実施（全額・半額免除、予約

採用制）
– 令和３年度実績：半額免除76名、全額免除10名、合計86名

－１９－

○ 国際交流支援

• 海外大学への正規留学： 4名 (2大学）

• 海外大学での短期プログラム： 4名 （2大学）

• 国際会議での発表： 79名
• 海外インターンシップ： 2名 （2ヶ国）

• Yosakoiサマースクール： 24名
(海外７大学の学生との交流）

• 研究留学奨励プログラム： 16名
中国、オーストラリア、カタール等 6ヶ国

2週間～約３ヶ月

• 海外協定校： 19ヶ国 58大学

学生の活動（2019年度） ＊は新型コロナの影響により中止となったため、応募者数

４．国際化への取り組み

国際交流会館

2021年度オンラインまたは大学で開催

・English Boot Camp in Kochi :10名
・インターナショナルバスツアー：32名
・ケント大学(イギリス)オンラインEnglish Programme：24名

※その他、協定校とのオンライン学生交流プログラムなど
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－２０－
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－２１－
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学業とスポーツを両立し、大学におけるリーダー的存在となる学生が多数入学

令和５年度総合型選抜募集競技
卓球（男・女）、バレーボール（男・女）、硬式野球（男）、ソフトテニス（男・女）、剣道（男・女）、ソフトボール（男）

５．課外活動支援

（１）スポーツ実績を評価する入試制度導入（総合型選抜・学校推薦（スポーツ区分））

※その他：高飛び込み、空手、サッカー、バスケットボール、クライミング、水泳、陸上、新体操、ホッケー、レスリング などなど

※経済・マネジメント学群のみ

総合型
学校推薦

ｽﾎﾟｰﾂ区分
総合型

学校推薦

ｽﾎﾟｰﾂ区分
ＡＯ入試 特別推薦 ＡＯ入試 特別推薦

卓球 3 0 4 1 5 1 5 0 19

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 7 0 5 0 6 1 3 0 22

硬式野球 4 0 9 1 6 0 3 0 23

ｿﾌﾄﾃﾆｽ 2 1 3 1 3 0 2 1 13

剣道 2 0 2 0 2 0 5 0 11

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 4 0 2 1 3 0 2 0 12

その他※ 3 1 4 2 10

計 22 4 25 5 25 6 20 3 110

4ヶ年計競技
令和２年度 平成31年度令和３年度令和４年度

－２２－

■施設整備
総合体育館（アリーナ・卓球場・武道場・弓道場）
学生支援バス４台導入（試合遠征用）
香美球場・フットサルコート・グラウンド（すべてナイター付き）

学生が学業とともにクラブ活動にも専念できる環境を整備し、学内の活性化を図る

（２）クラブ活動 施設・設備の充実

総合体育館 武道場 学生支援バス

卓球場 弓道場 香美球場
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－２３－ナイター付きフットサルコート併設

【硬式野球】
令和３年度 四国地区大学野球連盟秋季リーグ戦 優勝
令和３年度 四国地区大学野球連盟春季リーグ戦 優勝

【卓球】
女子：令和3年度全日本大学総合卓球選手権大会 団体・ダブルス ベスト16

令和２年度オール西日本大学卓球選手権大会
シングルス ベスト16 

男子：令和２年度オール西日本大学卓球選手権大会
シングルス ベスト16

【バレーボール】
男子：令和３年度四国大学バレーボール秋季リーグ 優勝

2021四国大学バレーボールチャンピオンシップマッチ 優勝
女子：令和３年度四国大学秋季リーグ戦1部２位

（３）主な活動実績（2021年度実績）

競技実績に加え、
学業成績も優秀で
あることによる表彰
生6名あり

【ソフトボール部】
令和３年度西日本大学ソフトボール選手権大会 ベスト8
令和３年度四国地区大学男子ソフトボール秋季大会優勝

競技実績に加え、
学業成績も優秀で
あることによる表彰
生7名あり

競技実績に加え、
学業成績も優秀で
あることによる表彰
生6名あり

競技実績に加え、
学業成績も優秀で
あることによる表彰
生6名あり

※令和３年度は新型コロナウイルスの影響により、大会等の多くが中止となったため、令和２年度実績も掲載
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令和３年度課外活動の実績
○ スポーツ活動実績例

• ソフトボール部 全日本大学男子ソフトボール選手権大会（ベスト16）

• 女子卓球部 全日本大学総合卓球選手権大会ダブルス（ベスト16）

• ソフトテニス部 中国・四国学生ソフトテニス選手権大会 大学対抗戦(準優勝)

• 硬式野球部 四国六大学野球リーグ戦(2021秋季)Ⅰ部（優勝）

○ 文化活動実績例

• RaSK（ラスク） サイエンスカフェ for 高校生（主催：県教委・高知みらい科学館）登壇

• Cykut（サイカット） 高知県サイバー防犯ボランティア

• 商品開発部 文旦ハニージャムの商品化

• 男子バレーボール部 四国バレーボールチャンピオンシップマッチ（優勝）

• 男子卓球部 国際クラス別パラ卓球選手権大会シングルスクラスS（優勝）

• 個人 日本カヌースラローム選手権大会（12位）

• 男子バスケットボール部 全日本大学ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会四国地区予選（準優勝）

• 女子バレーボール部 四国バレーボールチャンピオンシップマッチ（優勝）

コロナ禍でも学生の活動をサポートする。
教育・研究と同じくらい課外活動も学生にとって大切なもの

－２４－

令和３年3月卒業生 就職内定率
■就職内定者 ■就職未内定者 ■大学院進学者 ■その他

就職実績

就職内定率の推移

※就職内定率＝（内定者数÷就職希望者数）×100

卒業年 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R２ R３ 平均

理工学系 99.2 98.3 96 97 97.5 98.9 98.8 99.4 97.9 94.7 92.6 94.2 97 96.3 99.6 99.2 98.3 96.9 96.6 97.6 94.6 97.2 

経済・マネジメ
ント学群

98 96.9 95.9 96.6 100 98.1 97.1 98.7 93.5 96.7 97.2 

大学院修士 100 98.6 100 100 98.4 99.1 100 98.7 100 96.2 96.2 95.6 100 98.9 100 97.9 100 100 100 98.9 

193

11

129

13

148

55 7

109

3 4

理工学系3学群

346名

就職希望者の内定率
94.6％

経済・
マネジメント学群

165名

就職希望者の内定率
96.7％

修士課程
116名

就職希望者の内定率
100％

※経済・マネジメント学群には改組前のマネジメント学部も含む
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令和３年度 就職状況（地域分布）

コロナで

オンライン就活に
なり県外が増加

－２５－

主な就職先(過去3カ年）
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－２６－

※その他、「模擬面接」や「個別相
談」、「履歴書添削」などは随時実施

コロナ過においてはオンラインで対応

進路ガイダンス

１年次から外部講師の
講演や先輩の体験談な
どに触れる

キャリアセミナー

就職活動に直結した実
践的な内容を学ぶ正規
科目

インターンシップ

３年生の約7割が参加
する正規科目
※経済・マネジメント学群は、1年次
から参加できます。

学内会社説明会・選考会

合同形式の会社説明会は、
年間約450社が参加、セミ
ナー室を会場に約110社に
よる個別会社説明会・選考会
も実施

就職支援バスツアー

大型就職フェア(大阪)に
向けた、就職支援バスを
運行

教育講師による個別面談

企業の第一線で活躍した
教育講師に就職活動のア
ドバイスや進路相談もでき
る個人面談を実施

海外インターンシップ

約１ヶ月にわたり、国内およ
び海外拠点（タイ、ベトナム、
インド等）での実習を組み
合わせたプログラムを実施

公務員対策講座

年間100コマ超の教養・
専門講座および合格ま
での直前対策を展開

就職支援体制
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教員採用試験受験者のサポート体制

■県内の小中高校と連携し、低学年次からの学校サポーター（学校インターンシップ）を実施

（学校現場で、放課後の個別学習指導、授業補助、部活動の支援等を実施）

■教職課程支援室の開設 （過去問題、参考図書など閲覧可／24時間、土日も利用可）

■県内外の教育委員会採用担当者の説明会を学内で実施

■学外講師による採用試験対策講座の実施

■採用面接官経験者による模擬授業・面接試験対策の実施

数学 理科 情報 工業 公民 社会

システム工学群
高校

中学
高校

理工学群
高校

中学

高校

中学
高校

情報学群
高校

中学
高校

経済・マネジメント
学群

高校

中学
高校 中学

教職課程

※大学院修士課程では、学士で取得した一種免許を専修免許にランクアップ可能。（科目：理科、情報、工業、数学）

－２７－

○ 教職課程の充実

教員採用実績の経年変化

• 教員採用実績

年度

正規採用 非正規採用

合計公立学校 私立学校
小計

公立学校

教諭 講師 常勤講師

平成25年度 7 5 12 6 18

平成26年度 12 5 17 1 18

平成27年度 3 7 10 2 12

平成28年度 9 4 13 8 21

平成29年度 7 4 11 4 15

平成30年度 11 1 12 11 23

平成31年度 8 2 10 13 23

令和2年度 11 5 16 1 17

令和３年度 17 6 23 6 29

【参考】
令和３年度 卒業（修了）生
■教員採用者 29名
■教員免許取得者 58名

内訳：
高校工業 2名
高校数学 5名（内私立3名）
高校理科 1名（内私立1名）
中学社会 2名
中学数学 15名
中学理科 2名
中高数学 2名（内私立2名）
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３つの学生寮が学生生活を支援します

経済･マネジメント
学群生専用

1年次のみ（男子学生専用）
238室（完全個室）

1年次から4年次まで（女子学生専用）
96室（4･8人シェアルーム2015.3完成）

２年次から（経済・マネジメント学群生専用）
46+40室（8人シェアルーム 2021.増築）

上記３つ以外に 楠目寮（29室：スポーツ）、国際交流会館（84室：留学生）

香美 永国寺

－２８－

590,000円

第三者からいただいた評価

朝日新聞出版大学ランキング

高校からの総合評価（2021年度）
全国５５位／中四国４位

生徒が伸びた（2021年度）
全国３４位／中四国３位

科研費・教員1人あたり（2022年度）
全国５２位／公立10位

大学院進学率（工、理工学部：2022年度）
全国６１位／公立５位（環境理工学群）
全国６３位／公立６位（システム工学群）

公立大学ランキング（2021年度）
高校からの総合評価
全国２位／中四国１位

全国の高等学校の進路指導教諭が評価する
大学ランキング
大学通信 大学探しランキングブック202１

面倒見が良い大学
全国１１位／中四国１位／工学系５位

小規模だが評価できる大学
全国１６位／中四国１位／工学系６位

研究力が高い大学
全国４１位／中四国３位／工学系１２位

教育力が高い大学
中四国５位／工学系１１位

就職に力を入れている大学
中四国１１位／工学系２２位

著名400社実就職率ランキング
工学系大学１６位

高校からの評価が高い大学
全国４位（1981年～2000年に設立した大学）

科研費（教員1人あたり）
全国２位（1981年～2000年に設立した大学）

THE世界大学ランキング日本版2021

総合
全国９１位／中四国８位

教育充実度

全国５８位／中四国３位


